
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 7 月 1 日 発行 ■ 尾花沢地区公民館 （℡ 23-2016・Fax 24-0383） 

〒999-4225 若葉町 1 丁目 4 番 27 号 (サルナート内事務室)  E‐mail：oba_k@city.obanazawa.yamagata.jp    

各地区の町内会を紹介します！ 

運動会の様子 

 2 日(金) さわやかあいさつ運動（北村山高校） 

 ６日(火) さわやかあいさつ運動（尾中） 

９日(金) 花笠地域安全活動（ザ・ビッグ尾花沢店） 

15 日(木) 歴史講座Ⅰ③（ハイビジョンホール） 

20 日(火) こども見守隊（尾花沢地区） 

20 日(火) 尾花沢地区代表区長会 

20 日(火) 老人クラブ役員会 

27 日(火) 上の畑焼 絵付け教室（芭蕉清風歴史資料館） 

5 月 22 日(土)から尾花沢まつりばやし教室が開校しました。 

また 6 月 7 日（月）芭蕉清風歴史資料館前で聖火リレーランナーの応援

を行いました。晴天で暑い中ランナーへの応援演奏お疲れ様でした。 

「田沢地区の紹介」  
  田沢区長 大類 幸喜 

お問い合わせは 
芭蕉、、清風歴史資料館へ 
 ７月 22 日から８月 10 日まで開催            

■日時：7 月 27 日（火）9：30～ 

銀山上の畑焼陶芸センターの 

伊藤瓢堂先生を講師に絵付け教室 

を行います  参加費 500 円 

■場所：芭蕉、清風歴史資料館にて 

■申込は 7 月 15 日（木）まで 

  小学生以上、先着 10 名 

尾花沢地区公民館 

℡23－2016 へ 

天保 4 年に上の畑村で興された上の畑焼。 

復興 40 年を迎えその奇跡を展示。 

銀嶺荘の陶壁画を復元し特別展示。 

上の畑焼復興 40 年の歩み特別展開催
意 

 上の畑焼 絵付け教室 

 

田
沢
地
区
の
今
は
、
田
植
え
も
終
わ
り
根
が
力
強
く
張
っ
て

緑
が
一
段
と
輝
い
て
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

田
沢
の
番
地
は
大
字
牛
房
野
○
○
番
地
と
記
載
に
な
っ
て
お

り
、
牛
房
野
の
中
の
田
沢
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
尾
花
沢
市
内

か
ら
見
て
牛
房
野
地
区
の
手
前
の
地
区
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
昔
に
は
地
区
前
の
田
ん
ぼ
に
漆
坊
遺
跡
が
あ
り
ま
し

て
、
基
盤
整
備
の
前
に
発
掘
調
査
が
終
わ
っ
て
お
り
、
土
器
、

石
器
が
牛
房
野
の
展
示
場
に
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
縄
文
、

弥
生
時
代
が
１
万
年
と
も
２
万
年
と
も
続
い
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
地
に
最
古
よ
り
生
活
が
あ
り
今
に
至
っ
て
い
る
事
に

ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す
。
又
、
地
区
を
登
り
上
げ
る
と
羽
黒
神
社

が
あ
り
、
地
区
の
守
り
神
で
あ
り
、
出
羽
三
山
の
羽
黒
神
社
よ

り
ご
神
体
を
頂
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
小
高
い

山
に
な
っ
て
お
り
、
一
面
ブ
ナ
林
に
な
っ
て
お
り
低
地
で
の
ブ

ナ
林
は
実
に
珍
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

春
の
新
緑
の
時
期
は
美
し
く
一
度
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
北
東
に
白
山
神
社
、
ま
た
そ
の
北
東
に
熊
野
神

社
（
江
戸
時
代
よ
り
鈴
木
家 

屋
号
山
久 

現
在
は
仲
町
鈴
木 

徹

氏
管
理
）
に
守
ら
れ
て
毎
年
元
旦
に
地
区
の
年
祝
い
と
新
年
会

が
祖
父
の
代
か
ら
何
十
年
も
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
流
れ
も

在
り
地
区
の
共
同
作
業
、
体
力
つ
く
り
、
お
斉
灯
（
準
備
も
含

む
）
等
、
地
区
民
協
力
し
合
い
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。
公
民

館
脇
の
土
グ
ラ
ン
ド
を
地
区
総
出
で
芝
を
移
転
植
え
替
え
た
行

動
力
は
す
ご
い
で
す
。
今
で
は
立
派
な
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

家
の
移
転
も
割
か
し
少
な
く
、
今
は 

軒
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
こ 

年
位
で
２
軒
で
し
ょ
う
か
？
少
な
く
な
っ
て
お

り
ま
す
、
で
も
こ
れ
か
ら
色
ん
な
問
題
も
在
り
ま
し
ょ
う
が
地

区
民
と
相
談
し
な
が
ら
よ
り
良
い
地
区
に
な
る
様
心
が
け
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
余
談
で
は
有
り
ま
す
が
、
田
沢
地
区
で
は
昔
か
ら
の

言
い
伝
え
で
里
芋
の
栽
培
が
出
来
ま
せ
ん
。
科
学
的
に
は
な
に

も
証
明
出
来
な
い
の
で
す
が
今
で
も
守
っ
て
お
り
ま
す
。
以
前

市
報
で
紹
介
さ
れ
た
芋
蔵
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
の
薩
摩
芋

と
他
地
区
で
出
来
た
里
芋
と
物
々
交
換
し
た
と
も
聞
い
て
お
り

ま
す
。 
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夏休み体験教室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

== お申し込み・お問い合わせ == 

尾花沢地区公民館 

Tel 23-2016／FAX 24-0383 

★応募用紙は公民館にも用意しています。 

◇〆切り：8月 20日（金） 

◇提出先：尾花沢地区公民館 

◆ 主 催 ◆ 
青少年育成尾花沢地区民会議 
尾花沢市防犯協会尾花沢支部 
尾花沢地区子ども会育成協議会 
尾 花 沢 地 区 公 民 館      

き り と り 

尾花沢小学校 (尾花沢代官所跡) 

尾花沢代官所跡 

標　語

ふりがな

氏　名

住　所

電話番号

　尾花沢市

 ㊴戸田嘉十郎（尾花沢・東根代官） 嘉永元年（1848）１２月２６日～安政２年（1855）４月２８日 

 戸田嘉十郎代官は寺社御留役から尾花沢・東根代官に赴任。寒河江・柴橋代官には吉田錠太郎が着任した。

安政２年（1855）４月２８日、戸田代官が御納戸役頭に昇進したため、尾花沢・東根代官所は柴橋・寒河江代

官松永善之助の当分預所となった。 

 ㊵羽田十左衛門（尾花沢・東根代官） 安政２年（1855）４月１４日～安政３年２月２８日 

安政２年（1855）１２月１４日、支配替の内示があり、翌３年（1856）２月２８日に東根附は松前藩の領知

となる。 

  松前藩預所尾花沢領 

安政２年（1855）１２月４日、幕府は松前伊豆守崇広に蝦夷地上知の代償として、出羽国村山郡東根領と陸

奥国伊達郡梁川領に３万石（込高４万石余）の飛地を宛行い、幕府領の村山郡尾花沢領１万３９４１石余を預

け、手当として毎年金１万８０００両を支給することになった。松前氏は、ここに至って初めて米産地を有す

る城持ちの３万石の大名となったのである。 

安政３年（1856）２月２８日、幕府代官羽田十左衛門から松前藩奉行石塚官蔵が領地と東根陣屋・尾花沢陣

屋を引き継いでいる                              《文責 梅津保一》 

R2 年度  尾花沢地区の人口と世帯 

 （６/１現在）  （前月比） 

男 性：3,399 人（＋ 2） 

女 性：3,613 人（－13） 

合 計：7,012 人（－11） 

世帯数：2,587 世帯（－３）

今年は 5 月

～11 月まで

年 6 回行わ

れます。生徒

のみなさん

の元気な挨

拶が聞こえ

てきます。 

 

【尾花沢代官の変遷について解説します】 

 

R３年度 尾花沢地区の人口と世帯 

 （６/１現在）  （前月比） 

男 性：3,338 人（－ ５） 

女 性：3,531 人（－10） 

合 計：6,869 人（－15） 

世帯数：2,581 世帯（－５）


